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～ただいまクラブ員募集中です～�
●練習日時／毎週土曜日　１３：００～１７：００�
　　　　　　毎週日曜日　  ８：００～１２：００�
●場　　所／越河小学校�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

�

キャサ
リンの

　当クラブは毎週土曜日と日曜日に越河

小学校で、山田明義監督、佐藤英雄コーチ、

佐久間弘コーチのもと、キャッチボール

やバッティング、守備練習と、基本を大

切に練習しています。

　これまでに多くの大会へ積極的に出場し、

野球を通して子供たちの健全な育成を図

ってきました。女の子の多いチームで、

みんな元気よく一生懸命練習しており、

これからの成長がとても楽しみです。

　現在、男子９人、女子４人の計13人で

活動していて、学年を問わず広くクラブ

員を募集しています。「野球が好き！」「楽

しく体を動かすのが好き！」という小学

生はぜひ一度練習を見に来てください。

一緒に気持ちいい汗を流しましょう！

マイ�
サークル�

越河少年野球クラブ�
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　吉野　俊暁　0２８－２３０６�
　阿部　義和　0２８－２７１５�
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市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

（４月から応募先が変わりました）�

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （７月１日～８月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

17頁掲載

18頁掲載

22頁掲載

22頁掲載

17頁掲載

16頁掲載

17頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

26・27頁掲載

お茶券400円碧水園碧水園茶会
※7/24も開催

古典芸能伝承の館
0２５－７９４９7月  3日（日） 10:00～

15:00

  8:30～

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザいきいきプラザ

フリーマーケット
いきいきプラザ
0２２－１６３５7月23日（土）   8:30～

12:00

受講無料
※申込必要ふれあいプラザＲｅ・Ｂｅワークセミナー ふれあいプラザ

0２２－６０２５
7月  4日（月）
・  5日（火）

  9:30～
12:30

受講無料
※申込必要ふれあいプラザファミサポ講演会

しろいしファミリー･
サポート・センター
0２５－５４８８

7月  6日（水） 15:00～
17:00

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ定期リサイクル教室

「牛乳パックから作る菱形変形花瓶」
いきいきプラザ
0２２－１６３５7月16日（土） 10:00～

11:30

無料弥治郎こけし村  9:00～
17:00

第47回全日本こけしコンクール
入賞作品展

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

5月24日（火）
～7月11日（月）

無料図書館15:00～ おはなしひろば 図書館
0２６－３００４7月14日（木）

参加費400円図書館  9:30～ 夏休み子ども会 図書館
0２６－３００４7月22日（金）

無料図書館14:00～ おはなしキャラバン 図書館
0２６－３００４7月26日（火）

無料図書館  9:30～
手づくり絵本講習会
※8/4も開催
※対象：7/29・8/4の両日参加可能な方

図書館
0２６－３００４7月29日（金）

ホワイトキューブ
0２２－１２９０

17:30開場
18:00開演7月  2日（土） ホワイトキューブ小椋佳コンサート

歌談の会
4,500円

（全席指定）

社会教育課
0２２－１３４３7月  3日（日） ホワイトキューブ他第４５回白石市総合体育大会 無料

10:00～
15:30

健康推進課
0２２－１３６２7月30日（土） ホワイトキューブさわやかフェスティバル 入場無料

今回の国際コーナーは、一番書きたくないけれど書かなけ
ればならない辛いトピックです。私は、今月の末に国際交流
員としての任期を終え、帰国することにしました。２年前に
白石市に到着した日の夕方、自転車で市内を走り回って、夕
食に吉野屋の牛丼を食べたことを今でも覚えています。大好
きな白石市から離れる現実と向き合うことが、いまだにでき
ません。来白する前には、出会いがあれば別れがあると覚悟
してきたにも関わらず、言葉にならない辛さを感じています。
日本は台湾、オーストラリアに継ぐ私の第三のふるさとで
す。白石市に来る前に、名古屋市に１年住んだことがありま
すが、ホストファミリー以外の市民との交流はありませんで
した。白石市に来て英語と北京語の講座、EIGOで話そう、
学校訪問、国際交流水泳大会と、いろいろなイベントを通じ
て、市民の皆さんとの交流を楽しんできました。
このようなたくさんの交流を通して、私にとっての日本の
ふるさとは、名古屋市より白石市の方だと感じています。こ
れも、皆さんが最初から無条件に私のことを受け入れてくれ
たおかげです。いつも私のことを温かく見守ってくれて、い
つも私のこと支えてくれて、病気のときは栄養たっぷりの食
べ物を作ってくれて、私を寂しくさせないように遊びに連れ
て行ってくれて、いろいろ迷惑をかけてすみませんでした。
皆さんがいたから両親は私のことを全く心配することはあり
ませんでした。本当にありがとうございました。
昨年の12月、人生は短い、時間は大切にしようと考えさ

せられる出来事がありました。そのとき、私は帰国しようと
決意しました。白石市からは、まだ学ばなければならないこ
とがたくさんあるけれど、いつまでも皆さんに甘えてはいけ
ません。台湾に帰り、白石市で得た経験を生かせる仕事を見
つけて、さらに有意義な人生を歩もうと考えています。日本
は私の楽園です。体を休めたいとき、ほっとしたいとき、く
つろぎたいときはきっと帰ってきます。
５月の連休が終わり、今まで嫌だった帰国の準備をやっと
始めました。しかし毎回「帰国」、「別れ」などの言葉を口に
するたび、目が潤んできて胸がキュッとなります。仕事中は
押さえることができますが、一人でいるときはもうすぐ帰る
のだと思うと、皆さんのことが頭に浮かんできて涙がボロボ
ロ。皆さんともっともっとたくさんの思い出をつくりたいと
思い、この数カ月はいっぱい遊んできました。でも、これか
ら私は何をやっても、もうこんなふうに楽しめないんだと思
うとすぐ落ち込んでしまい、本当に申し訳なかったと思って
います。皆さんはひどいよね、こんなにいっぱい思い出がな
ければ白石市との別れは楽になったのに…。
皆さん、この２年間本当にどうもありがとうございました。
一人一人に言いたいけど、そうすると泣きすぎて帰るまでに
失明するかもしれません。みなさんの微笑みは、私の元気の
源です。その微笑みを忘れないでください。またいつか会え
る日が来ると信じています。

「あふれる感謝の気持ち」


